
（2）第651号 （第３種郵便物認可） 令和６年２月１５日道 路 ニ ュ ー ス （ ６年２月号）令和

〈
１
面
よ
り
〉

【
主
要
施
策
の
概
要
】

《
主
要
施
策
の
基
本
方
針
》

　

世
界
一
安
全
（
Ｓ
ａ
ｆ

ｅ
）
、
ス
マ
ー
ト
（
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ

ｔ
）
、
持
続
可
能
（
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ

ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
）
な
道
路
交

通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、

以
下
の
基
本
方
針
の
下
、
道
路

施
策
に
取
り
組
む
。

１　

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化　

～
災
害
か
ら
国
民
の
命
と

く
ら
し
を
守
る
～

　

切
迫
す
る
大
規
模
地
震
や
激

甚
化
・
頻
発
化
す
る
気
象
災
害

か
ら
国
民
の
命
と
く
ら
し
を
守

る
必
要
が
あ
る
。

　

国
土
強
靱
化
基
本
計
画
※
１

を
踏
ま
え
、
発
災
後
概
ね
１
日

以
内
に
緊
急
車
両
の
通
行
を
確

保
し
、
概
ね
１
週
間
以
内
に
一

般
車
両
の
通
行
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
、
災
害
に
強

い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
避
難

や
救
命
救
急
・
復
旧
活
動
等
を

支
え
る
取
組
や
危
機
管
理
対
策

の
強
化
を
推
進
す
る
。

※
１
：
国
土
強
靱
化
基
本
計
画

令
和
５
年
７
月
28
日
閣
議
決
定

２　

予
防
保
全
型
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
へ
の
本
格
転
換　

～
安
全
・

安
心
な
道
路
を
次
世
代
へ
～

　

「
荒
廃
す
る
ア
メ
リ
カ
」
の

教
訓
を
踏
ま
え
、
道
路
の
安
全

・
安
心
を
守
る
と
と
も
に
良
好

な
イ
ン
フ
ラ
を
次
世
代
へ
と
継

承
す
る
責
務
が
あ
る
。
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
や
効

率
的
か
つ
持
続
可
能
な
維
持
管

理
を
実
現
す
る
予
防
保
全
型
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
へ
早
期
に
移
行
す

る
た
め
、
定
期
点
検
等
に
よ
り

確
認
さ
れ
た
修
繕
が
必
要
な
施

設
の
対
策
を
加
速
す
る
と
と
も

に
、
新
技
術
の
積
極
的
な
活
用

等
を
推
進
す
る
。

３　

人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
・
拠
点
の
整
備　

～
人
・
地
域
を
つ
な
ぐ
～

　

シ
ー
ム
レ
ス
な
拠
点
連
結
型

国
土
の
形
成
や
安
定
し
た
物
流

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
速
達

性
と
ア
ク
セ
ス
性
が
確
保
さ
れ

た
国
土
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
高

規
格
道
路
等
の
整
備
や
機
能
強

化
に
取
り
組
み
つ
つ
、
交
通
拠

点
の
整
備
に
よ
る
モ
ー
ダ
ル
コ

ネ
ク
ト
の
強
化
や
渋
滞
対
策
、

物
流
支
援
等
の
取
組
を
推
進
す

る
。

４　

Ｇ
Ｘ
の
推
進
に
よ
る
脱
炭

素
社
会
の
実
現　

～
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ

の
貢
献
～

　

気
候
変
動
に
伴
い
自
然
災
害

が
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
中
、

地
球
温
暖
化
対
策
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
「
道

路
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
推
進
戦
略
」
を
踏
ま

え
、
道
路
分
野
に
お
け
る
脱
炭

素
化
の
取
組
を
推
進
す
る
。

５　

道
路
シ
ス
テ
ム
の
Ｄ
Ｘ　

～
ｘ
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ
の
推
進
～

　

道
路
を
安
全
に
賢
く
使
い
持

続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
、

新
技
術
の
導
入
や
デ
ー
タ
の
利

活
用
等
に
よ
り
道
路
調
査
・
工

事
・
維
持
管
理
等
や
行
政
手
続

き
の
高
度
化
・
効
率
化
を
図

る
、
Ｄ
Ｘ
の
取
組
「
ｘ
Ｒ
Ｏ
Ａ

Ｄ
」
を
加
速
す
る
。

６　

道
路
空
間
の
安
全
・
安
心

や
賑
わ
い
の
創
出　

～
地
域
・

ま
ち
を
創
る
～

　

全
て
の
人
が
安
全
・
安
心
で

快
適
に
生
活
で
き
る
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
交
通
安
全
対
策

や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ

の
対
応
、
無
電
柱
化
、
自
転
車

通
行
空
間
の
整
備
等
を
進
め
る

と
と
も
に
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
等
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
地

域
の
賑
わ
い
創
出
な
ど
道
路
空

間
へ
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
取
組
を
推
進
す
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
「
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦

略
」
（
令
和
５
年
12
月
26
日
閣

議
決
定
）
、
「
新
し
い
資
本
主

義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び

実
行
計
画
２
０
２
３
改
訂
版
」

（
令
和
５
年
６
月
16
日
閣
議
決

定
）
や
「
国
土
形
成
計
画
（
全

国
計
画
）
」
（
令
和
５
年
７
月

28
日
閣
議
決
定
）
、
「
国
土
強

靱
化
基
本
計
画
」
（
令
和
５
年

７
月
28
日
閣
議
決
定
）
等
を
ふ

ま
え
、
道
路
施
策
を
推
進
。

　

政
府
は
、
令
和
５
年
度
予
備

費
使
用
に
つ
い
て
、
１
月
26
日

に
閣
議
決
定
し
た
。

　

令
和
５
年
度
国
土
交
通
省
関

係
予
備
費
の
使
用
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

に
よ
り

１
．
災
害
を
受
け
た
道
路
・
河

川
・
港
湾
等
に
つ
い
て
、
国
が

施
行
す
る
災
害
復
旧
事
業
等

（
権
限
代
行
を
含
む
）
及
び
県

が
施
行
す
る
災
害
関
連
緊
急
砂

防
等
事
業
に
要
す
る
経
費

２
．
災
害
を
受
け
た
上
下
水
道

に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
と
連

携
し
た
一
体
的
な
早
期
復
旧
に

要
す
る
費
用
の
う
ち
下
水
道
事

業
関
係
の
経
費

３
．
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊

（
Ｔ
Ｅ
Ｃ
‐
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）
等

に
よ
る
支
援
に
必
要
な
経
費

４
．
災
害
を
受
け
た
地
域
に
お

い
て
、
測
地
基
準
点
の
復
旧
測

量
に
要
す
る
経
費

５
．
災
害
を
受
け
た
地
域
に
お

い
て
、
鉄
道
事
業
者
が
行
う
代

行
バ
ス
に
よ
る
代
替
輸
送
の
運

行
に
要
す
る
費
用
を
補
助
す
る

経
費

６
．
災
害
を
受
け
た
地
域
に
お

け
る
旅
行
需
要
を
早
期
に
回
復

す
る
た
め
、
北
陸
４
県
が
行
う

観
光
支
援
等
に
要
す
る
経
費

を
計
上
し
た
。

予
備
費
使
用
額　

４
５
２
億
円

○
災
害
復
旧
等　

３
４
８
億
円

○
観
光
復
興
に
向
け
た
支
援　

１
０
４
億
円

【
災
害
復
旧
等
】

（
１
）
道
路
災
害
復
旧
事
業

公
・
国
費
２
８
，
７
４
３
百
万

円
　

能
越
自
動
車
道
の
う
ち
国
管

理
区
間
（
の
と
三
井
Ｉ
Ｃ
～
穴

水
Ｉ
Ｃ
、
七
尾
Ｉ
Ｃ
～
高
岡
Ｉ

Ｃ
）
及
び
国
道
８
号
（
新
潟
県

上
越
市
）
に
お
い
て
、
土
砂
崩

落
、
道
路
崩
落
箇
所
等
の
災
害

復
旧
事
業
を
実
施
。
ま
た
、
能

越
自
動
車
道
の
う
ち
石
川
県
管

理
区
間
及
び
国
道
２
４
９
号
の

沿
岸
部
に
お
い
て
、
国
が
権
限

代
行
に
よ
り
、
交
通
確
保
に
向

け
た
道
路
の
災
害
復
旧
事
業
等

を
実
施
。

（
２
）
上
下
水
道
の
一
体
的
な

早
期
復
旧

《
下
水
道
分
》
公
・
国
費

　

国
土
交
通
省
は
、
石
川
県
知

事
か
ら
の
要
請
等
を
踏
ま
え
、

被
害
が
甚
大
で
あ
る
以
下
に
つ

い
て
、
河
川
法
・
道
路
法
の
適

用
に
よ
る
権
限
代
行
及
び
砂
防

法
・
地
す
べ
り
等
防
止
法
に
よ

る
直
轄
施
工
に
よ
り
自
治
体
に

代
わ
っ
て
本
格
復
旧
に
着
手
し

た
。

▽
能
登
半
島
の
主
要
幹
線
道
路

で
あ
る
「
能
越
自
動
車
道
」
の

石
川
県
管
理
区
間

▽
被
害
が
甚
大
で
、
多
数
の
孤

立
集
落
を
生
じ
さ
せ
て
い
る

「
国
道
２
４
９
号
沿
岸
部
」
と

関
連
土
砂
災
害
対
策

▽
輪
島
中
心
市
街
地
を
二
次
災

害
か
ら
守
る
た
め
の
「
河
原
田

川
」
の
河
川
・
砂
防
事
業

【
能
越
自
動
車
道
の
石
川
県
管

理
区
間
】

　

能
越
自
動
車
道
の
石
川
県
管

理
区
間
（
延
長
約
38
・
２
㎞
）

に
つ
い
て
は
、
盛
土
部
の
道
路

が
崩
落
す
る
な
ど
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
て
お
り
、
崩
壊
を
免

れ
た
盛
土
部
に
つ
い
て
も
不
安

定
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と

や
橋
梁
の
損
傷
等
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
道
路
法
第
13
条
第
３
項

及
び
道
路
法
第
17
条
第
７
項
に

基
づ
く
権
限
代
行
制
度
に
よ
り

復
旧
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

○
路
線
名
：
国
道
２
４
９
号
、

国
道
４
７
０
号
、
石
川
県
道
１

号
七
尾
輪
島
線

○
施
工
箇
所
：
石
川
県
七
尾
市

赤
浦
町
～
鳳
珠
郡
穴
水
町
字
此

木○
工
事
の
内
容
：
交
通
確
保
に

向
け
た
道
路
の
災
害
復
旧
工
事

○
工
事
開
始
の
日
：
令
和
６
年

１
月
23
日
（
火
）

【
国
道
２
４
９
号
の
沿
岸
部
と

関
連
土
砂
災
害
対
策
（
斜
面
崩

落
箇
所
）
】

　

国
道
２
４
９
号
の
沿
岸
部

（
延
長
約
52
・
９
㎞
）
に
つ
い

て
は
地
割
れ
や
段
差
、
道
路
の

大
規
模
な
崩
落
、
ト
ン
ネ
ル
や

橋
梁
な
ど
構
造
物
の
損
傷
等

が
複
数
箇
所
で
生
じ
て
い
る
こ

○
工
事
等
開
始
の
日
：
令
和
６

年
１
月
23
日
（
火
）

【
河
原
田
川
（
輪
島
市
熊
野
町

地
先
及
び
市
ノ
瀬
町
地
先
）
】

　

河
原
田
川
流
域
内
で
は
大
規

模
な
崩
壊
が
発
生
し
、
不
安
定

な
状
態
で
渓
流
内
や
河
川
内
に

土
砂
・
流
木
が
堆
積
し
て
お

り
、
今
後
の
降
雨
に
よ
り
二
次

災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
高

い
こ
と
か
ら
緊
急
的
な
砂
防
工

事
及
び
埋
塞
し
た
河
川
の
河
道

確
保
に
つ
い
て
、
県
知
事
か
ら

の
要
請
等
を
受
け
、
河
川
法
第

16
条
の
４
に
基
づ
く
権
限
代
行

制
度
及
び
砂
防
法
第
６
条
第
１

項
に
基
づ
き
対
策
を
実
施
し
て

い
る
。

（
河
川
、
砂
防
）

○
流
域
の
名
称
：
河
原
田
川
水

系
河
原
田
川
流
域

○
施
工
箇
所
：
石
川
県
輪
島
市

熊
野
町
地
先
及
び
市
ノ
瀬
町
地

先○
工
事
の
内
容
：
河
道
内
に
堆

積
し
た
土
砂
等
除
去
・
護
岸
整

備
及
び
法
面
保
護
や
水
路
工
な

ど
の
土
砂
災
害
対
策

○
工
事
開
始
の
日
：
令
和
６
年

１
月
23
日
（
火
）

令和５年度令和５年度
国土交通省関係国土交通省関係

予備費予備費

４
４
５
百
万
円

《
水
道
分
（
厚
生
労
働
省
計

上
）
》
公
・
国
費
５
４
９
百
万

円※
合
計
で
９
９
４
百
万
円

　

被
災
が
深
刻
な
石
川
県
能
登

半
島
地
域
６
市
町
等
に
お
い

て
、
厚
生
労
働
省
と
連
携
し
、

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

費
国
庫
負
担
法
や
そ
れ
と
同
等

の
予
算
措
置
等
に
よ
り
緊
急
的

な
機
能
復
旧
を
進
め
る
と
と
も

に
、
本
復
旧
に
切
れ
目
な
く
移

行
し
て
い
く
た
め
の
復
旧
方
針

の
検
討
等
を
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
の
も
と
で
実
施
し
、
上
下

水
道
一
体
と
な
っ
た
早
期
復
旧

を
支
援
。

（
３
）
被
災
河
川
、
土
砂
災
害

箇
所
に
お
け
る
緊
急
対
策
等

公
・
国
費
４
，
４
３
３
百
万
円

　

石
川
県
輪
島
市
を
流
れ
る
河

と
か
ら
、
道
路
法
第
13
条
第
３

項
に
基
づ
く
権
限
代
行
制
度
に

よ
り
復
旧
工
事
を
実
施
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
国
道
２
４
９
号
の
沿

岸
部
で
大
規
模
な
崩
壊
が
発
生

し
、
不
安
定
な
状
態
で
土
砂
や

流
木
が
堆
積
し
て
お
り
、
今
後

の
降
雨
に
よ
り
二
次
災
害
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
高
い
こ
と
か

ら
、
県
知
事
か
ら
の
要
請
を
受

け
、
地
す
べ
り
防
止
法
第
10
条

第
１
項
に
基
づ
き
、
国
直
轄
施

工
に
よ
る
緊
急
的
な
地
す
べ
り

対
策
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

（
道
路
）

○
路
線
名
：
国
道
２
４
９
号

○
施
工
箇
所
：
石
川
県
珠
洲
市

若
山
町
宇
都
山
～
輪
島
市
門
前

町
浦
上

○
工
事
の
内
容
：
交
通
確
保
に

向
け
た
道
路
の
災
害
復
旧
工
事

○
工
事
開
始
の
日
：
令
和
６
年

１
月
23
日
（
火
）

（
地
す
べ
り
対
策
）

○
施
工
箇
所
：
石
川
県
珠
洲
市

仁
江
町
地
先
及
び
清
水
町
地
先

○
工
事
の
内
容
：
地
す
べ
り
に

よ
り
不
安
定
化
し
て
い
る
斜
面

に
対
す
る
土
砂
災
害
対
策

原
田
川
沿
川
で
発
生
し
た
大

規
模
な
斜
面
崩
壊
及
び
国
道

２
４
９
号
沿
岸
部
で
発
生
し
た

珠
洲
市
の
地
す
べ
り
等
に
つ
い

て
、
国
の
権
限
代
行
等
に
よ

り
、
緊
急
的
な
土
砂
災
害
対

策
、
埋
塞
し
た
河
道
の
確
保
を

実
施
。

　

ま
た
、
国
が
管
理
す
る
信
濃

川
、
関
川
、
庄
川
、
小
矢
部
川

に
お
い
て
、
被
災
し
た
河
川
堤

防
の
損
傷
の
復
旧
、
応
急
的
な

補
修
等
を
実
施
。

（
４
）
港
湾
災
害
復
旧
事
業

公
・
国
費
７
７
９
百
万
円

　

直
江
津
港
、
伏
木
富
山
港
、

七
尾
港
、
金
沢
港
に
お
い
て
、

国
有
港
湾
施
設
で
あ
る
岸
壁
や

臨
港
道
路
の
損
傷
箇
所
の
応
急

復
旧
を
実
施
。
ま
た
、
飯
田

港
、
輪
島
港
等
に
お
い
て
、
国

が
権
限
代
行
に
よ
り
岸
壁
の
損

傷
箇
所
や
航
路
・
泊
地
の
応
急

復
旧
を
実
施
。

（
５
）
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊

（
Ｔ
Ｅ
Ｃ
‐
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）
等

に
よ
る
支
援

公
・
国
費
２
１
０
百
万
円

　

被
災
自
治
体
か
ら
の
要
請
に

応
じ
、
国
土
交
通
省
の
緊
急
災

害
対
策
派
遣
隊
（
Ｔ
Ｅ
Ｃ
‐
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）
等
を
派
遣
し
、
照

明
車
に
よ
る
応
急
対
策
作
業
の

24
時
間
体
制
の
確
保
や
照
明
車

を
活
用
し
た
電
源
支
援
、
給
水

機
能
付
散
水
車
に
よ
る
給
水
支

援
等
を
実
施
。

（
６
）
復
旧
・
復
興
に
資
す
る

測
地
基
準
点
の
復
旧
測
量

非
・
国
費
１
９
９
百
万
円

　

測
地
基
準
点
の
復
旧
測
量
を

実
施
し
、
災
害
復
旧
の
た
め
の

公
共
測
量
等
が
実
施
で
き
る
よ

う
、
必
要
と
な
る
位
置
情
報
を

提
供
。

（
７
）
鉄
道
の
運
休
区
間
に
お

け
る
代
行
バ
ス
の
運
行
支
援

非
・
国
費
28
百
万
円

　

被
災
し
た
の
と
鉄
道
・
七
尾

線
に
つ
い
て
、
通
学
・
通
勤
等

の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め

に
行
わ
れ
る
代
行
バ
ス
に
よ
る

代
替
輸
送
の
支
援
を
実
施
。

【
観
光
復
興
に
向
け
た
支
援
】

非
・
国
費
１
０
，
４
０
９
百
万

円
　

北
陸
観
光
へ
の
風
評
被
害
を

防
止
し
、
旅
行
需
要
を
喚
起
す

る
た
め
、
北
陸
４
県
に
対
し
、

旅
行
・
宿
泊
料
金
の
割
引
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
域

の
正
確
な
情
報
の
発
信
に
よ
る

訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
集
中

的
に
実
施
。

※
公
は
公
共
事
業
関
係
費
、
非

は
非
公
共
事
業
費
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

国
土
交
通
省
に
よ
る
本
格
的
な
復
旧
に
着
手

国
土
交
通
省
に
よ
る
本
格
的
な
復
旧
に
着
手


